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三
月
七
日
か
ら
、
米
韓
合
同
軍
事

演
習
「
キ
ー
・
リ
ゾ
ル
ブ
」
と

「
フ
ォ
ー
ル
・
イ
ー
グ
ル
16
」
が

米
軍
に
よ
る
朝
鮮
核
先
制
攻
撃
を

も
想
定
し
た
、
史
上
最
大
規
模
で

実
施
さ
れ
て
い
る
（
韓
国
全
土
で

四
月
三
十
日
ま
で
）。
一
九
七
六

年
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
軍
事
演
習

は
、
演
習
と
は
言
い
な
が
ら
も
、

一
九
五
三
年
の
朝
鮮
戦
争
の
停
戦

協
定
＝
「
撃
ち
方
や
め
」
と
い
う

戦
争
状
況
下
で
行
な
わ
れ
て
き

た
。
ま
さ
に
こ
れ
は
、
米
韓
に
よ

る
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国

（
以
下
、
朝
鮮
）
を
敵
国
と
明
示

し
た
、
戦
争
行
為
そ
の
も
の
で
あ

る
。
朝
鮮
政
府
は
、
一
貫
し
て
、

こ
の
停
戦
協
定
を
平
和
協
定
に
す

る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

一
九
五
六
年
以
降
、
米
国
が
韓
国

に
持
ち
込
ん
だ
核
兵
器
、
横
須
賀

を
は
じ
め
在
日
米
軍
基
地
に
配
備

し
た
核
ミ
サ
イ
ル
の
照
準
は
、
常

時
、
朝
鮮
に
む
け
ら
れ
て
き
た
。

そ
し
て
日
本
国
は
、
日
米
安
保
条

約
体
制
の
下
、
圧
倒
的
な
米
国
の

核
の
傘
の
下
に
あ
る
。

そ
う
し
た
恒
常
的
な
核
に
よ
る
脅

威
に
加
え
、
と
り
わ
け
今
年
の
演

習
は
、
平
壌
占
領
と
体
制
転
覆
を

目
標
と
し
た
「
５
０
１
５
作
戦
」

を
実
戦
的
に
試
行
し
て
い
る
。
こ

の
な
か
に
は
、
朝
鮮
最
高
指
導
部

の
抹
殺
＝
「
斬
首
作
戦
」
も
含
ま

れ
て
い
る
。
こ
の
訓
練
に
は
、
米

軍
二
万
七
〇
〇
〇
人
、
韓
国
軍
三

〇
万
人
が
参
加
。
米
軍
の
陸
・

海
・
空
・
海
兵
隊
の
、
す
べ
て
の

特
殊
作
戦
部
隊
が
参
加
し
、
米
軍

の
核
装
備
が
す
べ
て
導
入
さ
れ
る

と
い
う
。
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
、
こ

の
演
習
に
は
沖
縄
を
は
じ
め
と
す

る
日
本
全
土
の
在
日
米
軍
が
組
み

込
ま
れ
て
い
る
し
、
当
然
、
日

本
・
自
衛
隊
と
の
連
携
も
行
な
わ

れ
て
い
る
。

さ
ら
に
日
本
国
は
、
今
年
一
月
か

ら
二
月
に
か
け
て
行
な
わ
れ
た
合

同
軍
事
演
習
「
コ
ブ
ラ
ゴ
ー
ル

ド
」
な
ど
、
日
米
あ
る
い
は
複
数

国
に
よ
る
軍
事
演
習
に
参
加
し
、

自
衛
隊
の
軍
事
作
戦
の
強
化
を
図

る
と
と
も
に
、
日
米
軍
事
一
体
化

の
精
度
を
上
げ
て
き
た
。
今
月
末

か
ら
適
用
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る

戦
争
法
制
・
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
が
、
ま
さ
に
現
実
味
を
帯
び
て

き
て
い
る
。
安
倍
政
権
は
、
一
触

即
発
と
も
言
え
る
こ
う
し
た
朝
鮮

半
島
情
勢
を
奇
貨
と
し
て
、
明
文

改
憲
の
策
動
を
一
気
に
押
し
進
め

よ
う
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
日
本
人
民
の
大
部
分
は

今
回
の
米
韓
軍
事
演
習
に
対
す
る

日
本
国
の
責
任
を
問
う
こ
と
が
な

い
。
そ
し
て
そ
れ
ゆ
え
に
こ
の
問

題
へ
の
関
心
、
危
機
感
が
き
わ
め

て
希
薄
で
あ
る
。
そ
れ
は
各
種
メ

デ
ィ
ア
に
よ
る
「
朝
鮮
先
悪
者

論
」
流
布
に
影
響
さ
れ
、
反
戦
・

反
改
憲
闘
争
に
取
り
組
む
運
動
の

内
部
に
お
い
て
も
例
外
と
は
言
え

な
い
。
本
紙
前
号
に
掲
載
し
た
日

韓
民
衆
連
帯
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
駐
日
米
大
使
館
へ
の
申
し
入
れ

書
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
取
り
組
み

を
除
い
て
、
戦
争
法
・
改
憲
反
対

を
め
ぐ
る
情
勢
認
識
の
な
か
に
、

現
在
の
朝
鮮
半
島
で
起
き
て
い
る

事
態
の
正
確
な
認
識
は
形
成
さ
れ

て
い
な
い
。

一
方
、
多
く
の
在
日
朝
鮮
人
の
危

機
意
識
は
、
強
く
鋭
敏
で
あ
る
。

二
月
二
十
二
日
に
は
、
在
日
韓
国

民
主
統
一
連
合
、
在
日
韓
国
民
主

女
性
会
、
在
日
韓
国
青
年
同
盟
、

在
日
韓
国
人
学
生
協
議
会
が
、
三

月
七
日
に
は
在
日
本
朝
鮮
青
年
同

盟
が
、
九
日
に
は
在
日
本
朝
鮮
留

学
生
同
盟
が
、
駐
日
米
大
使
館
前

で
米
韓
合
同
軍
事
演
習
の
中
止
を

要
求
す
る
行
動
を
起
こ
し
た
。

「
北
朝
鮮
の
脅
威
」
を
口
実
に
し

た
日
本
政
府
に
よ
る
在
日
朝
鮮
人

へ
の
弾
圧
は
、「
核
・
ミ
サ
イ
ル
・

拉
致
問
題
」
を
口
実
に
、
さ
ら
に

二
〇
一
〇
年
以
降
の
朝
鮮
高
校
無

償
化
除
外
に
加
え
て
、
こ
の
た
び

の
朝
鮮
に
対
す
る
「
独
自
制
裁
」

の
強
化
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
苛

酷
さ
を
き
わ
め
る
ば
か
り
で
あ

る
。
そ
れ
は
戦
前
か
ら
、
そ
し
て

一
九
四
五
年
の
日
本
敗
戦
以
降
も

執
拗
に
つ
づ
け
ら
れ
て
き
た
、
日

本
政
府
・
米
・
Ｇ
Ｈ
Ｑ
権
力
に
よ

る
在
日
朝
鮮
人
敵
視
政
策
（
そ
の

自
主
独
立
、
社
会
主
義
志
向
を
治

安
・
弾
圧
の
対
象
に
し
た
政
策
）

の
延
長
線
上
に
あ
る
。
そ
の
こ
と

へ
の
問
題
意
識
が
、
ど
れ
だ
け
日

本
人
民
の
運
動
に
お
い
て
自
覚
・

検
証
さ
れ
て
き
た
だ
ろ
う
か
。

こ
ん
に
ち
の
状
況
は
、
ま
さ
に
朝

鮮
戦
争
前
夜
、
在
日
朝
鮮
人
弾
圧

が
吹
き
荒
れ
た
時
代
を
彷
彿
さ
せ

る
厳
し
い
も
の
で
あ
る
。
一
九
五

〇
年
六
月
に
勃
発
し
た
朝
鮮
戦
争

に
、
日
本
は
民
間
の
船
舶
に
従
事

す
る
労
働
者
二
〇
〇
〇
余
人
を
は

じ
め
と
し
て
、
人
的
に
も
物
的
に

も
米
韓
側
に
立
っ
て
参
戦
し
、
そ

の
最
中
に
単
独
講
和
（
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
条
約
）
を
強
行
し
、
同

時
に
日
米
安
保
条
約
を
結
ん
だ
。

そ
し
て
朝
鮮
戦
争
を
契
機
に
、
日

本
は
そ
の
特
需
に
よ
っ
て
敗
戦
後

の
経
済
を
復
活
さ
せ
た
。
さ
ら
に

朝
鮮
戦
争
勃
発
か
ら
二
か
月
後
の

五
〇
年
八
月
に
は
、
日
本
駐
留
米

軍
が
朝
鮮
に
派
兵
さ
れ
る
空
白
を

埋
め
る
た
め
と
し
て
、
憲
法
九
条

に
違
反
す
る
自
衛
隊
の
前
身
で
あ

る
警
察
予
備
隊
を
つ
く
る
な
ど
、

朝
鮮
戦
争
と
密
接
不
可
分
に
関
わ

り
な
が
ら
、
日
本
の
再
軍
備
・
軍

事
大
国
化
は
押
し
進
め
ら
れ
て
き

た
。
在
日
朝
鮮
人
、
ア
ジ
ア
人
民

の
こ
ん
に
ち
の
日
本
に
対
す
る
危

機
意
識
は
、
こ
う
し
た
日
本
戦
後

史
の
展
開
を
も
踏
ま
え
た
認
識
で

あ
る
。

敗
戦
か
ら
七
〇
年
、
平
和
憲
法
と

戦
後
民
主
主
義
の
解
体
を
公
言
す

る
安
倍
政
権
と
の
闘
い
は
、
在
日

朝
鮮
人
、
さ
ら
に
ア
ジ
ア
人
民

と
、
わ
れ
わ
れ
日
本
人
民
と
の
ア

ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
を
め
ぐ
る
認

識
の
乖
離
を
埋
め
て
い
く
課
題
で

も
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
繰
り
返

し
て
言
う
が
「
七
十
年
間
に
及
ぶ

平
和
国
家
と
し
て
の
歩
み
」
な
ど

と
い
う
「
安
倍
談
話
」
の
欺
瞞
を

暴
き
、
戦
争
法
反
対
・
改
憲
阻
止

の
闘
い
の
思
想
的
核
心
と
な
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

朝
鮮
の
報
道
に
よ
る
と
十
五
日
、

弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
大
気
圏
再
突
入

の
模
擬
実
験
に
成
功
し
、
金
正
恩

第
一
書
記
が
「
核
弾
頭
爆
発
実
験

と
、
核
弾
頭
装
着
可
能
な
弾
道
ミ

サ
イ
ル
の
発
射
実
験
を
早
い
時
期

に
断
行
す
る
」
と
語
っ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
朴
槿

惠
韓
国
大
統
領
は
「
北
朝
鮮
が
再

び
挑
発
す
れ
ば
、
政
府
と
軍
が
即

刻
応
酬
す
る
」
と
対
決
姿
勢
を
強

め
て
い
る
。
国
連
安
全
保
障
理
事

会
は
過
去
最
も
厳
し
い
「
制
裁
」

決
議
を
朝
鮮
に
適
用
し
て
い
る

が
、
朝
鮮
は
自
主
独
立
の
た
め
に

核
と
ミ
サ
イ
ル
開
発
を
決
し
て
手

放
さ
な
い
姿
勢
を
貫
い
て
い
る
。

武
力
で
は
平
和
は
つ
く
れ
な
い
。

今
回
の
事
態
は
、
武
力
に
よ
ら
な

い
平
和
を
求
め
る
日
本
人
民
に
、

そ
の
闘
い
の
意
味
と
現
実
を
厳
し

く
問
う
て
い
る
。�【
米
丸
か
さ
ね
】

安
倍
内
閣
は
昨
年
憲
法
違
反
の
戦

争
法
案
を
民
主
主
義
を
踏
み
に
じ

り
、
国
会
で
決
議
し
た
。
そ
し
て

臨
時
国
会
も
開
催
せ
ず
、
今
年
の

国
会
開
催
早
々
に
安
倍
総
理
の
最

側
近
で
あ
る
甘
利
大
臣
が
「
政
治

と
カ
ネ
」
の
問
題
で
辞
任
し
、
そ

の
後
は
承
知
の
よ
う
に
閣
僚
・
自

民
党
議
員
の
発
言
は
「
議
員
個
人

の
モ
ラ
ル
の
低
下
は
無
論
の
こ
と

自
民
党
全
体
の
政
治
腐
敗
を
示
し

政
権
を
担
う
政
党
で
は
な
い
」
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
通
常
で
あ

れ
ば
内
閣
総
辞
職
が
当
た
り
前
だ

が
、
野
党
の
追
及
の
甘
さ
と
マ
ス

コ
ミ
の
政
権
寄
り
の
報
道
、
そ
し

て
わ
れ
わ
れ
の
運
動
の
不
足
が
安

倍
内
閣
を
延
命
さ
せ
て
い
る
。

い
く
つ
か
発
言
を
見
て
み
よ
う
。

高
市
総
務
大
臣
の
言
論
統
制
が
目

的
の
電
波
停
止
発
言
、
丸
川
環
境

大
臣
の
被
爆
量
一
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル

ト
は
科
学
的
根
拠
が
な
い
（
こ
れ

は
さ
す
が
に
取
り
消
し
た
が
）
…

…
。
さ
ら
に
年
金
問
題
で
安
倍
総

理
は
株
価
が
下
が
れ
ば
投
資
し
て

い
る
年
金
基
金
が
減
少
す
る
の
で

将
来
の
年
金
が
減
少
す
る
と
い
う

こ
と
ま
で
踏
み
込
ん
で
答
弁
し
て

い
る
。

承
知
の
よ
う
に
年
金
基
金
は
国
民

が
将
来
の
生
活
費
と
し
て
預
託
し

た
金
額
を
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
（
年
金
積
立

金
管
理
運
用
独
立
法
人
）
が
管

理
・
運
用
し
て
い
る
、
国
民
に
と

っ
て
は
将
来
の
大
事
な
資
金
で
あ

る
。
現
在
約
一
三
〇
兆
円
に
達
し

て
い
る
。
そ
の
中
の
約
二
七
兆
円

を
国
内
の
株
に
投
資
し
、
政
府
は

株
高
を
作
り
出
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
株
は
リ
ス
ク
が
大
き
い
も
の

で
あ
り
、
あ
る
意
味
で
は
損
失
を

だ
す
の
は
当
然
で
あ
る
。
損
失
が

で
た
と
き
は
政
府
は
責
任
を
取
ら

ず
国
民
に
負
担
を
押
し
付
け
る
。

こ
ん
な
政
策
を
実
施
し
て
い
る
の

は
世
界
で
日
本
だ
け
で
あ
る
。

そ
し
て
本
音
が
で
た
の
は
、
稲
田

自
民
党
政
調
会
長
の
国
会
で
の
安

倍
総
理
へ
の
質
問
で
あ
る
。
憲
法

第
九
条
二
項
（
戦
力
は
保
持
し
な

い
）
は
今
も
自
衛
隊
を
保
持
し
て

い
る
こ
と
を
違
憲
だ
と
主
張
し
憲

法
「
改
正
」
を
主
張
し
た
の
で
あ

る
。
わ
れ
わ
れ
が
主
張
し
た
こ
と

の
真
逆
を
盾
に
し
て
き
た
の
で
あ

る
。
も
う
安
倍
内
閣
の
方
針
は
明

確
で
あ
る
。
総
理
在
任
中
（
二
〇

一
八
年
九
月
ま
で
）
に
「
憲
法
を

改
悪
し
、
国
防
軍
を
保
持
し
国

民
、
労
働
者
の
生
活
と
権
利
を
剥

奪
し
て
、
ア
メ
リ
カ
と
軍
事
同
盟

を
強
化
し
、
戦
前
の
よ
う
に
軍
事

大
国
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。」

そ
れ
を
阻
止
す
る
こ
と
が
何
よ
り

も
優
先
す
る
課
題
で
あ
る
。
そ
れ

に
は
参
院
選
で
自
公
そ
し
て
壊
憲

派
議
員
を
落
選
に
追
い
込
み
、
護

憲
派
議
員
が
多
数
を
と
る
こ
と
で

あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
職
場
・
地
域
で
労

働
者
・
労
働
組
合
が
先
頭
に
な
っ

て
春
闘
を
闘
い
、戦
争
法
廃
止
・
沖

縄
の
辺
野
古
基
地
建
設
阻
止
・
原

発
再
稼
働
反
対
を
掲
げ
当
面
の
参

院
選
に
勝
利
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
出
発
点
に
も
す
る
た
め
に

３
・
25
集
会
へ
の
結
集
を
訴
え
る
。

３
・
25
労
働
者
決
起
集
会
に
参
加
し
よ
う

戦
争
法
廃
止
！　

安
倍
内
閣
打
倒
！

二
瓶
久
勝（
壊
憲
Ｎ
Ｏ
！　

₉₆
条
改
悪
反
対
連
絡
会
議
共
同
代
表
）

戦
争
法
施
行
前
の
三
月
二
十
五
日
、
壊
憲
Ｎ
Ｏ
！
　
96
条
改
悪
反
対
連
絡
会
議
主
催
の
労
働
者
決
起
集
会
が
開

か
れ
る
。
戦
争
さ
せ
な
い
１
０
０
０
人
委
員
会
の
内
田
雅
敏
氏
の
報
告
、
沖
縄
闘
争
や
労
組
運
動
か
ら
の
挨
拶

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
連
絡
会
議
共
同
代
表
の
二
瓶
氏
に
結
集
の
呼
び
か
け
を
寄
せ
て
も
ら
っ
た
。�

【
編
集
部
】

米
韓
日
は
朝
鮮
か
ら
手
を
引
け
！

戦
争
で
平
和
は
実
現
で
き
な
い

戦
争
法
廃
止　

安
倍
内
閣
打
倒　

参
議
院
選
勝
利

辺
野
古
新
基
地
建
設
・
原
発
再
稼
働
阻
止

３
・
25
労
働
者
決
起
集
会
に
結
集
を
！

３
月
25
日
㈮
18
時
半
〜 

東
京
・四
谷
区
民
ホ
ー
ル 

主
催
＝
壊
憲
Ｎ
Ｏ
！ 

96
条
改
悪
反
対
連
絡
会
議

「
東
電
は
原
発
事
故
の
責
任
を
と
れ
！
」
東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年
、３
月
₁₀
、₁₁
日
に
は
東
京
電
力

本
社
前
で
反
原
発
を
訴
え
る
集
会
が
も
た
れ
た（
写
真
は

₁₀
日　

撮
影
＝S

hinya

）


